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検定管理システムとは

• 主な機能
– 受検管理
– 検定コース管理
– 受験会場管理
– 海外統括管理（選択）
– 受検者管理
– 当日の本人確認
– マークシートの発行・採点
– 成績処理・認定書発行
– 成績照会
– 統計
– 成績証明書発行依頼（選択）
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検定管理システムの特徴

一元化した管理

1. 受検者の申込、受検票の発行

2. 受検入場時の本人確認

3. マークシートの印刷、採点

4. 成績認定、成績証明書の発行

最先端技術

5. クラウドコンピューティング

6. 顔認識による本人確認

7. QRコードによる偽造対策
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1. 受検者の申込、受検票の発行
受検者の申込

• 各国統括よる国ごとの管理
• エクセルアップによる一括登録・編集
• API連携による自動登録
• 受検者がウェブから直接登録

受検票の発行

• 検証QRコード入りPDF発行
• 各国統括が一括印刷・郵送⇒当日持参
• 受検者がダウロード・印刷⇒当日持参
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受検票

ウェブ申し込み



2. 受検入場時の本人確認

• Amazon Rekognition技術による本人比較
• 監督員による肉眼比較＋AI比較記録をクラウド保存
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一致判別 不一致判別



3. マークシートの印刷、採点
A4一般用紙マークシート

• A4一般用紙を利用
• 専用用紙よりコスト削減
• 受検者毎に１枚づつ発行

普通スキャナーによる採点

• 海外統括からイメージにて伝送
• スキャンイメージ受信直後、成績判定
• マークシートイメージをクラウド保管
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スキャンイメージから判定

本人情報
記入不要 顔写真

検証QRコード



4. 成績認定、成績証明書の発行
• 採点結果・受検当日の本人確認から判定
• スキャンイメージ伝送によるマークシート収集が早い
• 認定後はネットから成績が確認
• 検証QRコードからオンライン検証 ⇒ 偽造対策

7成績証明書 成績照会



5. クラウドコンピューティング

• EC2　サーバ　ロードバランサー
• RDB　データベース
• REKOGNITION　顔比較
• S3　ストリージ
• SMS メール配信

• ウェブブラウザを利用
– 別途ソフト不要
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6. 顔認識による本人確認
身分証明書と本人比較 受検当日の本人比較
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• オンライン簡単申し込み
• 証明写真提出は不要

• 肉眼比較＋AI比較記録を保存

スマホで
簡単撮影

非対面本人確認
身分証明書と本人比較

本人確認結果



7. QRコードによる偽造対策
• 受検票・マークシート・成績証明書に検証QRコードを発行
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成績証明書

受検票 マークシート

本人確認
ページ 成績照会

ページ



機能一覧
管理者機能

• 受検管理
• 受検会場管理
• 受検者管理
• 採点・認定
• 成績証明書発行
• 統括管理
• コンテンツ管理
• 統計

受検者

• ウェブ申し込み
• 受検票の確認
• 成績照会
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事例：J-CERT日本語検定

• 導入：2019年
• 受検会場：

– ６ヶ国、８０ヶ会場以上
– 日本、中国、ネパール、ベトナム、モンゴル、インドネシアなど

• 各国の会場からマークシートを収集：約１週
• 専用のスキャナーによる成績認定処理：約２週
• 偽造防止特殊用紙にて成績証明書を印刷：約１週
• 各国の統括まで成績証明書を配送：約１週
• 受検者の個人住所まで成績証明書を郵送：約１週
　　　　　　　　　　⇓　⇓　⇓
　　成績認定処理から受検者の成績確認：約１週

導入前
約６週

約１週

12


